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（仮称）横須賀二葉一丁目病院計画—１

採択事例79（令和元年度）

補助種別 木 造 化

延べ面積 6,000㎡を超える大規模な病院について、1 階を ＲＣ造、2 ～ 4 階を木造とＲＣ造・
Ｓ造との混構造により建築するプロジェクト。
1 階のＲＣ造部分に、病院機能の中でも特に振動や騒音への配慮や、放射線遮蔽が必要な諸
室を配置し、2 ～ 4 階の木造部分に、居住空間である病室を配置した計画。木造部分において
は、接着重ね材とＣＬＴ床板の複合梁による 2 ｍ× 6 ｍの床パネルを現場で 6m × 6m の床板
としてユニット化し、生産性を向上する。さらに、100㎜厚の軽量コンクリートのプレキャスト化
を検討し、高い遮音性能と施工性の両立を図っている。また、耐火建築物に接着重ね材を利用
している点にも特徴がある。
大規模な病院の木造化の可能性やメリット等の周知のため、工事中に構造見学会、竣工後に完
成見学会を開催することとしており、先導的な技術や計画の普及・啓発が期待できる。

プロジェクト名

提案者（事業者）
設計者
施工者
建設地

（仮称）横須賀二葉一丁目病院計画

社会福祉法人　サンフェニックス
株式会社　長大
未定
神奈川県横須賀市二葉一丁目2231番 1、他

提案の
概要

評価の
ポイント

外観パース

A. プロジェクト全体の概要
● 精神科病棟を有する病院の新築計画。病院の木造化、木質化は他の建築用途に比べ極めて少なく、

本計画は入所者・スタッフが安心感を抱き、落ち着いて過ごせる（働ける）病院の実現がテーマ
である。

B. 提案する木造化・木質化の取り組み内容の概要
● 新たな組み合わせによる木造化の実現

 ・ ＢＰ材利用の普及。
 ・ ＣＬＴ床板とＢＰ梁の複合梁による 2 ｍ× 6 ｍの床ユニットの工場生産。
 ・  高い遮音を要求される精神病院を実現する、上記 2 ｍ× 6 ｍの床ユニット× 3 と軽量コンクリー

トによる現場製作 6 ｍ× 6 ｍの床板ユニット。

C. 提案のアピールポイント
● 病院の木造化推進への可能性

 ・   避難弱者を抱える病院の耐火軸組木造としての実現。
 ・   200 床以下の病院における標準スパン 6 ｍ× 6 ｍの木造架構の実現。
 ・   異種構造（ＲＣ造・Ｓ造・木造）の適材適所による採用。
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（仮称）横須賀二葉一丁目病院計画—２

プロジェクトの
全体概要

患者にわかりやすい回遊動線
見通しの良いスタッフステーション

RC造部分RC造部分

上階の延焼防止に配慮したメンテナンスデッキ

病棟

管理部門外来部門
明快な部門構成

駐車場
駐車場

車寄せ

駐車場

正面入口
▼

託児 ▼

厨房
▼

スタッフ
時間外

▼

スタッフに配慮し
託児室を併設

上部構造の木造化
による軽量化で

スパン 6ｍ→9ｍが可能
1 階平面図

２-４階平面図

N
平面計画

プロジェクト名

（様式４－２）

（仮称）横須賀二葉一丁目病院計画

木造化の取組内容

- 10 -

患者にわかりやすい回遊動線
見通しの良いスタッフステーション
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プロジェクト名

（様式４－２）

（仮称）横須賀二葉一丁目病院計画

木造化の取組内容

- 10 -

　精神科病棟 180 床を保有する病院の新築で、１階に外来、検査、厨房、管理部門、託児室を配置、
２～４階を病棟とした計画である。計画地は京浜急行浦賀駅より約 2.5km の閑静な住宅地に隣接し
た高台にある。緑豊かな場所で上層階からは浦賀湾を望むことができる。
　ＲＣ造のメリットと木造のメリットを併せ持つハイブリッド構造とし、高い合理性を確保する。
　1 階のＲＣ造部分には病院機能の中でも振動や騒音への配慮、放射線遮蔽が必要な諸室を配置し、
２～４階のメンブレン型耐火木造部分に居住空間となる病室を配置した、地上４階建ての混構造建築
物である。

１階平面図

西側立面図 南側立面図

２階～４階平面図

平面計画
 ・1 階の RC 造部分には、病院機能の中でも振動や騒音への配慮、放射線遮蔽が必要な諸室を配置し、外来部門と管理部

門のエリアを分け、明快な部門構成とする。
 ・病棟階は、中央部に見通しの良いスタッフステーションを配置し、入院患者や来訪者の見守りに配慮する。また、廊下

を回遊式とし、入院患者にわかりやすい動線とする。
 ・2 ～ 4 階の外周部分には、上階への延焼防止に配慮したメンテナンスデッキを設置する。

立面計画
 ・RC 造の 1 階部分と木造の 2 ～ 3 階で外壁材の仕様を変えることで、異種構造の特性を生かした外観とする。
 ・2 ～ 3 階は窓の奥に木製の筋交いが見えることで木造病院であることを周知でき、先導事業の提案項目でもある木造病

院化の可能性について広く普及を図ることに貢献する。

病棟
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小屋裏

病棟食堂イメージ
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（仮称）横須賀二葉一丁目病院計画

木造化の取組内容
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病室 , 廊下 EV, 階段 ,SS, 諸室

病室 , 廊下 EV, 階段 ,SS, 諸室

病室 , 廊下病室 , 廊下

４階

３階

２階

１階

病室 , 廊下

病室 , 廊下

病室 , 廊下EV, 階段 ,SS, 諸室

外来 , 検査 , 厨房 , 管理

木造 木造RC造

断面イメージ

ஜ計画Ƹ 1�0 ư׎の病院ưƋǔƕŴμ࠿ �00

ɦの病院Ƹኖˌ࠿ ��000 ଀ᚨˌɥƴのǅǔŵ

ሰཋƕ൭ǊǒǕŴ᳌Ჽ造࡫້᎑ஹの病院Ƹࢼ

Ǎ᳍造Ǜᢠ৸ƠƯƍƨƕŴஜ計画Ʊӷ様のᙹ೉ȷ

᨞ૠưƋǕƹŴӷ様のီᆔನ造ƴǑǓ木造の̅

ဇƕӧᏡƱƳǔŵᚨ計ᎍƱƠƯのоॖپ߻ưೞ

Ꮱ᩿ȷǳǹト᩿のȇȡȪȃトǛΰ஌ƢǔƜƱƸ

җЎƴӧᏡưƋǓŴஜ計画ƴǑƬƯီᆔನ造の

ΟˮࣱǛܱᚰƢǔƜƱưŴʻࢸの木造ᩔᙲのӧ

Ꮱࣱਘٻƕٻƍƴ஖ࢳưƖǔŵ

ᲫᲨ၏ᨈƷஙᡯਖ਼ᡶǁƷӧᏡࣱ

ዴᢿᧉŴᘓဃೞᏡƕ൭ݧᙲƳ્࣏ཋμ˳の木造化ƸஓǇƠƍƕŴ病院のೞᏡƱƠƯᢚᔻƕ࡫

ǊǒǕǔ৖ᘐᢿᧉƳƲŴ木造ƕ࣏ƣƠǋஇᢘƱƸᚕƑƳƍᢿЎƕƋǔŵஜ計画ƸŴ᳌Ჽ造のȡȪȃ

トƱ木造のȡȪȃトǛ́ƤਤƭȏǤȖȪȃȉನ造ƱƠŴ᭗ƍӳྸࣱǛஊƢǔ࡫ሰཋƱƢǔŵ

２-４᨞のನ造のᎋƑ૾ƸŴҾЩƱƠƯɶځ᳌ᲽᢿЎƕ൦࠯щǛ᝟ਃƠŴٳԗᢿの木造ᢿЎƸ

ᤲႺщのǈǛ᝟ਃƢǔŵɶځ᳌ᲽᢿƔǒᩉǕƨٳԗᢿƸሂƔƍǛλǕƯ൦࠯щǛ᝟ਃƢǔŵ

ᲫᲨஙᡯƱ᳌ᲽᡯƷȡȪȃȈ

木造化ƴᢘƠƨᙹ೉ưƋǔ �00 のችᅕᅹӏ࠿

Ƽၲ᫱׹病院ƸŴ一ᑍႎƴࡨǂ᩿࠿ᆢƕ

10�000O² Ɣǒ 1��000O² ƱƳǓŴƦのƏƪኖ �

лǛҩǊǔ病౐᩿ᆢƕ木造ᢿЎの᩿࠿ᆢƱƳ

ǔŵ一ᑍႎƳৎ࡫Ư˰ܡƱൔ᠋ƠƯ病院 1 計画

Ǔ࢘ �� ̿ˌɥの木஬̅ဇ᣽ƱƳǓŴǑǓٻ᣽

の᝻เのஊј෇ဇƕᙸᡂǇǕǔŵ

ᲬᲨங஬᝻เ෇ဇƷئਘٻǁƷӧᏡࣱ

木造࡫ሰƸ᳌Ჽ࡫ሰƱൔ᠋ƠƯ࡫ཋƕ᠉᣽化

ưƖǔȡȪȃトƕƋǔŵʻׅのǑƏƴɥᢿನ

造ཋの一ᢿǛ木造ƴƢǔƩƚưŴኖ �0Ჟの᣻

᣽᠉ถǛ׋ǔƜƱƕӧᏡưŴᲫ᨞᳌ᲽᢿЎの

ನ造᝟ᒵǍŴؕᄽನ造のࠢٻƳ᠉ถƕᙸᡂǇ

ǕǔŵǇƨŴஜ計画のᲫ᨞の一ᢿǛ一ᑍႎƳ

Ჰ᳧ǹȑȳƔǒᲳ᳧ǹȑȳƱƢǔƜƱǋɥᢿ

ನ造の᠉᣽化ƴǑǓӧᏡƱƳǓŴ௵のݲƳƍ

ᐯဌࡇの᭗ƍプȩȳನሰƕӧᏡƱƳǔŵ

ᲬᲨɥᢿನᡯཋƷ᠉᣽҄

病ܴの࢟ཞǍ֥φのȬǤǢǦトƸȑǿȸȳ化ƕ容ତƳƨǊŴُǍ࠿ǛӷǵǤǺȷӷ࢟ཞƱƢ

ǔƜƱƕӧᏡưƋǔƨǊŴ病ܴのမُのᲽ᳆᳎ȑȍȫ化ƱӳǘƤƯŴプȬǫȃトŴプȬь߻Ǜ

ʴˑᝲの጑߻ьئƖƘถǒƢƜƱƕӧᏡƱƳǔŵྵٻǛ߻ьئƢǔƜƱƴǑǓŴမُのྵࡁ࣋

ถƱྵئь߻଺᧓のჺ጑ƴƭƳƕǓŴǳǹト጑ถȷ߻஖ჺ጑のȡȪȃトƕƋǔŵ
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病院

25 倍以上の
使用量

＞
戸建て住宅

木材使用量：約 1,000ｍ³ 木材使用量：約 40ｍ³

50 ～ 199 床
4,894 施設

←木造化に適した規模

ȏǤȖȪȃȉನᡯ҄ƷМໜ

ங஬᝻เƷஊј෇ဇƷئƷਘٻ

ȗȬǫȃȈᲽ᳆᳎ȑȍȫ̅ဇƷМໜ

プロジェクト名

（様式４－２）

（仮称）横須賀二葉一丁目病院計画

木造化の取組内容

- � -

木造化病院の利点

木材資源の有効活用の
場の拡大
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木造化・木質化の
取り組み
内容

先端性・先進性

● 病院の木造化推進への可能性
 ・避難弱者を抱える病院の耐火軸組木造としての実現。
 ・200 床以下の病院における標準スパン 6 ｍ× 6 ｍの木造架構の実現。
 ・異種構造（ＲＣ造・Ｓ造・木造）の適材適所による採用。

● 構造計画
 ・上部構造種別は、「強度」および「靭性」を有するＲＣ造＋２～４階はＲＣ造と木造のハイブリッ

ド混合構造とする。
 ・基本的に X、Y 方向ともラーメン構造となっており、ブレースを有しない純ラーメン構造形式と

する。
 ・柱・梁部材をバランスよく配置し、地震時にねじれの少ない構造体であると同時に、２～４階は
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BP 梁ー床 CLT パネル接合部
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コストダウンを狙う

CLT ユニット床に生じる引張力を
RC 躯体に伝達する

床ユニットー RC 躯体接合部 柱ー梁仕口詳細図 柱パターン
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（仮称）横須賀二葉一丁目病院計画—５

提案者（事業者・建築主）、設計者・施工者、建設地は
扉頁参照

建物名称：（仮称）横須賀二葉一丁目病院
主要用途：病院
主要構造：木造化（■軸組構法　□枠組壁工法　□丸

太組構法　■その他（RC 造・S 造））
防火地域等の区分：□防火地域　■準防火地域　□法

22 条区域　□その他の地域
耐火建築物等の要件：■耐火建築物　□準耐火建築物

（60 分耐火）　□準耐火建築物（45 分耐火）
□その他の建築物

敷地面積：6,845.87㎡
建築面積：1,800㎡
延べ面積：6,410㎡
軒　　高：14.5m
最高の高さ：15m
階　　数：地上 4 階

プロジェクト
データ

構造用木材使用量：1,099㎥
うち CLT、LVL 等の使用量：1,099㎥

事業期間：令和 3 年 10 月～令和 4 年 3 月
補助対象事業費：1,101,976 千円
補助限度額：177,542 千円

CLT 床板と BP 梁をユニット化する

床 CLT パネル詳細図

波及性・普及性

● 新たな組み合わせによる木造化の実現
 ・ＢＰ材利用の普及。
 ・ＣＬＴ床板とＢＰ梁による複合梁による 2 ｍ× 6 ｍの床ユニットの工場生産。
 ・高い遮音を要求される精神病院を実現する、上記 2 ｍ× 6 ｍの床ユニット× 3 と軽量コンクリー

トによる現場製作 6 ｍ× 6 ｍの床板ユニット。　　　　　　　　　　　　　　　

木造化・木質化の
取り組み
内容

床ユニット概要図

品質管理された製材品の使用
　木造化の実現に向け、高度に品質管理された BP 材を構成す
る木材は一般的に流通している 105 角、120 角の製材品を組
み合わせて使用する。普及材の使用によりコストの縮減が可能
となり、材料の確保も容易となる。

6 ｍ× 6 ｍスパンの架構
　病院は病室の単位を基本として 6 ｍ× 6 ｍスパンの架構を基
本として計画されることが多い。この架構を 2 ｍ× 6 ｍの CLT
床板と工場生産の 120 角 4 段重ね BP 梁による複合梁を現場で
合わせた 6 ｍ× 6 ｍの床板としてユニット化を図る。

現場 PC 化の検討
　音に敏感な患者が多い精神科病院においては、床の高い遮音
性確保は必須条件である。従来の木造床構造では十分な遮音性
を確保することが困難であったが、本計画は、この 6 ｍ× 6 ｍ
床板＋軽量コンクリート厚 100㎜による現場 PC 化を検討し、
施工性と遮音性の確保の両立が可能な床構造とする。

浦賀駅 計画地
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